
富山大 学教育学部研究論集 No .3 : 1 0 3 - 1 1 0 (2 0 0 0 )

ギ ャ
ニ ミ ー ドの 失恋

- 『お気に 召す まま』 に お ける ホ モ エ ロ テ ィ シ ズ ム -
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は じめに

シ ェ イ ク ス ピア ( W illi a m S h ak e s p e a r e) の 『お気 に 召す

ま ま』(A s Y o u L ih e Zt) に お けるギ ャ ニ ミ
ー

ド( G a n y m e d e)

に扮 し た ロ ザリ ン ド (R o s a li n d) と オ ー

ラ ン ド
-

(O rl a n d o )

の 擬似求愛 の 場面 は
,

ス テ イ
- ヴ ン ･ オ

ー ゲ ル ( S t e p h e n

O r g
･

el) が当然の こと と して指摘して い る よう に ( O r g
･

el
,
43) ,

現在 で は同性愛を喚起す る戯れ で ある と い う視点を無視する

こ と ば で き な い ｡ ま た ブ ル ー

ス ･ R ･ ス ミ ス ( B r u c e R .

S m i t h) が 『シ ェ イ ク ス ピ ア の イ ン グ ラ ン ドに お け る同性愛

的欲望』( H o m o s e x u a l D esi r e i n S h a h e s p e a r e
'

s E n g l a n d)

で 明らか に した よ う に
, 同性愛 の モ テ ィ

ー

フ は パ ス ト ラ ル に

お い て も重要な もの で あ る｡ 本稿で は こ れ ら近年の 批評を念

頭に お い て
,
『お気 に 召すま ま』 に お ける 同性愛 モ テ ィ

ー

フ

を再考察 し,
シ ェ イ ク ス ピ ア が ヴ ァ

-

ジ ル (V i r g主1) 以来 の

パ ス ト ラ ル に お け る同性愛の モ テ ィ
ー

フ を , 材源と な っ た ト

マ ス ･ ロ
ッ ジ(T h o m a s L o d g e) の 『ロ ザリ ン ド』(R o s a li n d)

(1 590) よ り も 明白に する と 同時に
, 劇中の 家父長制社会の

回復 と共に
, 同性愛 モ テ ィ

ー

フ が 引き起 こ す葛藤を家父長制

社会の 秩序 の 中に 解消させ た こ とを論 じ るも の で あ る｡

1 . ヴ ァ
ー ジル以来の パ ス トラ ル にお ける同性

愛モ テ ィ
ー フ

まず,
ヴ ァ

ー ジ ル 以 来の パ ス ト ラ ル に お ける少年愛 の モ テ

ィ
ー フ に つ い て 確認 して お き た い ｡

(1 )
英 国 ル ネ サ ン ス の パ

ス ト ラ ル に 大 き な影響 を与え たの は ヴ ァ
ー

ジ ル の 『牧歌』

( E cl o g u e s) で あ る｡ 特 に ｢ 羊飼 い の コ リ ド ン (C o r y d o n )

は美少年 ア レ ク シ ス (A l e x is) に恋 い焦が れた｣ (
'

F o r m o s u m

p a s t o r C o r y d o n a r d e b a t A l e x i m . . . .

'

[
'

C o r y d o n
,
t h e s h e p-

h e r d
,

w a s a fl a m e f o r t h e f a i r A l e x i s … .

'

] ) (ⅠⅠ
,
1)

(2) と始

ま る第 二歌 は, 少年 に恋する羊飼 い の モ テ ィ
ー フ の 原型 に な っ

て い る ｡
コ リ ド ン に は ア レ ク シ ス の 他 に も ,

メ ナ ル カ ス

( M e n a l c a s) と い う男性の 恋人 が過去 に い るが , 第五 歌で は

メ ナ ル カ ス が
,
｢ こ の 笛が 『コ リ ド ン は美 しい ア レ ク シ ス に

恋 い 焦 が れ た』 を 教 え て く れ た｣ (
`

h a e c m o s
"

f o r m o s u m

C o r y d o n a r d e b a t A le x i m
,

"

. . .

'

[
`

T h i s t a u g h t m e
"

C o r y d o n

w a s a □a m e f o r th e f ai r A le x is ;
"

…

'

] ) ( Ⅴ
,
86) と第 二 歌

の 冒頭を 引用 して い る｡ この こ とか ら第 二 歌の 全体の 歌い 手

が
,

メ ナ ル カ ス で あ る こ とが 暗示さ れて い ると すれ ば (河津,

11 2) , 第 二 歌 は メ ナ ル カ ス が か つ て の 恋人 で あ る コ リ ド ン

の ア レ ク シ ス へ の 叶わ ぬ 恋を, 間接的に 歌 っ て い る とい う枠

組 みを持 っ こ と に なる｡

ヴ ァ
-

ジ ル の 生 きた ロ
ー

マ に お い で 性愛は, 年齢, 地位 の

高 い もの
,

ある い は男性が指導権を取 る 限り, 相手の 性は ス

キ ャ ン ダ ル の 元 で はなく, 相手 の 性別 より役割が重要で あ っ

た｡ ( 0 1i e n si s
,
29 6) ｡ さ ら に ル ネ サ ン ス の 詩人 と異 な り,

ヴ ァ
-

ジ ル に お い て は男女の 愛 を精神的, 肉体的と区別する

こ と も ほ と ん ど見 ら れ な い (S m ith
,
9 6) ｡ しか し なが ら コ

リ ド ン が男性の 以前の 恋人メ ナ ル カ ス と, 女性の ア マ リ リ ス

( A m a r y llis) に 示す態度 は微妙 に 異 な る｡
コ リ ド ン は メ ナ

ル カ ス は色が黒く ,
ア マ リリ ス は不機嫌で 倣慢だ が,

つ れ な

い ア レ ク シ ス よ り は よ か っ た の で は と嘆く(ⅠⅠ
,
14-1 6) ｡ だ

が続く行 で
,

メ ナ ル カ ス へ の 非難を取 り消し,
ア レ ク シ ス に

色白を 自惚れ る な と忠告する｡

o f o r m o s e p u e r
,

n i m i u m n e c r e d e c ol o r i:

a lb a li g u s t r a c a d u n t
,

u a c ci n ia m g r a l e g u n t u r
.

(ⅠⅠ
,
17-1 8)

( A h
,
l o v el y b o y ,

t r u s t n o t t o o m u c h t o y o u r bl o o m !

T h e w hit e p ri v e t s f a ll
,
t h e d a r k h y a ci n th s a r e c u ll e d!)

｢ 黒 い ヒ ア シ ン ス｣ ( u a c ci n i a 7 u

'

g r a ) は摘 ん で も らえ る が,

｢ 白い イ ギ タ ノ キ｣ ( al b a lig u st r a) は摘ん で も らえず, 落 ち

て し まう の で あ り, ｢色 の 果さ｣ が逆 に 称え ら れ る｡

(3)
こ の

こ と は コ リ ド ン が ア マ リ リ ス で はなく メ ナ ル カ ス を,
ア レ ク

シ ス と比較 しう る愛の 対象と見 な して い る こ とを意味 し,
つ

ま り は過去 の恋人 の う ち, 女性 を始め か ら斥 けて い る こ と を

意味する｡ ヒ ア シ ン ス ( H y a ci n t h u s) が ア ポ ロ ( A p o ll o ) の

恋人 で あ る青年 を連想させ る こ と も, 第 二歌 の ホ モ エ ロ テ ィ

シ ズ ム の 磁場を強 めて い る｡

(4 )

エ ラ ス ム ス (E r a s m tI S) は コ リ ド ン の ア レ ク シ ス へ の恋 は,

- 1 0 3 -



身分違 い の 許 さ れ ぬ 恋 と考 え た が (S m ith
,
9 0) ,

ア レ ク シ

ス の 実際の 身分が 特定で きな い と して も, 羊飼い コ リ ド ン が

ア レ ク シ ス に 抱く少年愛が , 社会的な障害に 阻ま れ るの は確

か で ある｡ ア レ ク シス は都会の 主人の お気に 入り で あり,
コ

リ ド ン は田舎で
■
の 色々 な楽 しみ, 鹿狩 り, 歌, 花寵 な どを持

ち出して 誘 うが, 主人と張 り合う の は無理 だ と悟 る(ⅠⅠ
,
5 6-

5 7) ｡
コ リ ド ン は

,
主従関係の 中に 構造化さ れ た彼の 主人 と

ア レ ク シ ス の 少年愛 に対 して , 自分の 愛を諦 める｡ そ して 恋

の 狂気 に捕 われ た こと を嘆き, 他の 必要 な仕事を すべ き こ と

を自分 に言 い 聞かせ て , 他の ア レ ク シ ス が すぐ見 っ か る と慰

めて 結 ぶ (ⅠⅠ
,
69-7 3) ｡

ヴ ァ
- ジ ル の 『牧歌』 第 二 歌 は ,

ス ペ ン サ ー (E d m u n d

S p e n s e r ) の 『羊飼 い の 暦』( T h e S h e p h e a r d e s C a l e n d e r)

(1 57 9) に お け る
, 男性羊飼 い ホ ビ ノ ル ( H o b bi n o l) ,

コ リ

ン (C o lin ) , 女性 ロ ザ リ ン ド ( R o s a li n d) の 三角関係の モ デ

ル に な っ て い る｡ 『羊飼 い の 暦』 の ｢
一

月｣ に お い て コ リ ン

は
, 自分 に 思い を寄せ る羊飼 い の ホ ビノ ル を捨 て て , 隣町の

女性 ロ ザ リ ン ド へ の 報 わ れ ぬ 恋 を 嘆く ｡ ゴ ー ル ド バ ー グ

(J o n at h a n G old b e r g) は ,
ス ペ ン サ

ー は 『牧歌』 第 二 歌の

関係 を 二 重 に して
,

ホ ビ ノ ル ( コ リ ド ン) が コ リ ン ( ア レ ク

シ ス) を恋する の と
,

コ リ ン ( コ リ ド ン) が ロ ザ リ ン ド ( ア

レ ク シ ス) を恋す る構造を重ね
, 結果 と して コ リ ン は ヤ ヌ ス

の よ う に 双方 を 向く と分析 し て い る ( G old b e r g ,
6 4-6 5) ｡

だ が第 二 歌で の メ ナ ル カ ス の 立場 を考慮 に 入れ れ ば, 『羊飼

い の 暦』 と 『牧歌』 の 関係は よ り 直接的な もの に なる｡ さ ら

に ス ペ ン サ
ー が｢ 六月｣ に お い て

,
コ リ ン を捨て た ロ ザ リ ン ド

の 新 しい 恋人 の 名 を メ ナ ル カ ス ( M e n alc a s) と っ けた こ と

は
, 『羊飼 い の 暦』 の ホ ビ ノ ル

,
コ リ ン

,
ロ ザ リ ン ドと 続く

｢ 欲望 の 連鎖｣ を 『牧歌』 の 第 二歌 に 繋げ る の で あ る｡

ス ペ ン サ
ー が プ ア

ー ジ ル と異な る点 は
, 少年愛を 阻む要素

と し て 女性 - の 性愛が 提示 さ れ て い る こ と で あ る｡ そ し て

『羊飼い の 暦』 に お い て は
, 男性 - の 愛が 精神的で ある の に

対 して
, 女性 - の 愛 は肉体的で 下等 なも の と は っ き り区別さ

れ る (S m ith
,
9 4- 96) ｡ 結果, 女性の 愛 を斥 け

, 男性間の 愛

を称え るか の よう に
,

コ リ ン は ｢ 十 二月｣ に お い て 不実な ロ

ザリ ン ドを見捨て
,

ホ ビノ ル の もとに 帰る ( D e c e m b e r
,
1 1 9-

1 2 0) ｡

ヴ ァ
ー

ジ ル の 第 二 歌を材源と し
,

ス ペ ン サ
ー

の 『羊飼い の

暦』 を直接 の 手本 と した と考え られ る
,

リ チ ャ
ー

ド ･ バ ー ン

フ ィ
ー ル ド ( R ic h a r d B a r n field) の 『情熱的 な羊飼 い』

( T h e A ff e cti o n a t e S h e p h e a r d) (1 5 94) は
, 英国 ル ネサ ン ス

の 最 も明 らか な同性愛詩 と言わ れ る (S m ith
,
99) 0

(5)
こ の 詩

は二 部 に分か れ るが
,

プ ア
ー

ジ ル 以来 の 伝統 に 沿うの は特 に

第
一

部で あ る｡ 第
一

部 で 男性語り手 ダ フ ニ ス ( D a p h n i s) は
,

ギ ャ ミ ニ
ー

ド ( G a n i m e d e) と い う 名の 少年 へ の 報 われ な い

恋を嘆き,
コ リ ド ン 同様, 数 々 の 田舎が もた らす贈り物 を示

して 少年を誘う｡ こ こ で も ダ フ ニ ス が ギ ャ ニ ミ
ー

ドを
,

ギ ャ

ニ ミ
ー

ドが 女性 グ エ ン ド レ ン (G u e n d ole n) を
,

グ エ ン ド レ

ン が死ん だ若者 を追い 求 める｡

ス ミ ス は こ の 作品が ｢法学院｣ (th e i n n s of c o u r t) の 読

者 を想定 して い る こ と を 指摘 し
, 彼 らが 男性間 の 友情 の 砕

か ら 結婚愛 へ の
, 重要 な移行期 に あ っ た こ と を 指摘す る

(S m ith
,
1 02) ｡ そ して 女性 を排 し た法学院 の 閉じ ら れ た社

会 に お ける彼 らの 自己ア イ デ ン テ ィ テ ィ に バ ー

ン フ ィ
ー ル ド

が訴 え
,

こ の 詩で は,
ヴ ァ

- ジ ル や ス ペ ン サ
ー より もさ ら に

｢ 少年愛｣ ( p a e d e r a s tic e) と ｢ 異性愛｣ ( g y n e r a s ti c e) の 衝

突が主要 テ
ー

マ に据え られ, 女性 は男性 の み の 牧歌世界を破

壊 しか ね な い 性的攻撃者と な る と述 べ る (S m ith
,
1 0 4) ｡ 特

に 女性 の 性的放縦さが 非難 の対象 とさ れ,
グ エ ン ド レ ン の 愛

は ｢卑 し い 愛｣ (B a s e L o u e ) ( s t a n z a 15
,
A i主j) で

, 行動 は

浮 っ い た も の で 貞節 の 名誉を傷 っ け る とさ れ る ( st a n z a 2 7
,

B ij) ｡ こ こ で も男性と女性の 愛 はス ペ ン サ ー 同様に
, 精神的

な もの と肉体的なも の と に 区別さ れて お り, ダ フ ニ ス が ギ ャ

ニ ミ ー ド を愛するの は神の 贈り物 で もあ る美徳ゆえ で ある の

に 対 し, グ エ ン ド レ ン はギ ャ ニ ミ
ー

ドの 美貌を愛する の で あ

り, そ れ ゆえ, ｢ 自然｣ が ギ ャ ニ ミ
ー

ド の 顔 に 雛を作る と き

に は グ エ ン ド レ ン は愛 を捨 て る だ ろ う,
と ダ フ ニ ス は説 く

(s t a n z a 35-3 6
,
B iij) ｡

と こ ろ が 第 二 部 ｢ 情熱的 な 羊飼 い の 二 日 目 の 嘆 き｣

( T h e s e c o n d D a y e s L a m e n t a ti o n of t h e A ff e c tio n at e

S h e p h e a r d) に な ると, 女性 - の 非難よ り も, も っ ぱ ら ギ ャ

ニ ミ ー

ドの冷 たさや ナ ル シ シ ズ ム が批判の対象に なり, ヴ ァ
-

ジ ル 同様, 自惚れ や色白が 批判 さ れ る (s t a n z a 76-9 2
,
C iij-

D ij) o 最後 の 方 ( st a n z a 9 3-1 08
,
D ij - D iij) で は ダ フ ニ ス は

少年愛か ら離れ , 良妻の 選 び方 ( st a n z a 10 4
,
D iij) ま で も

含ん だ,
い わば ｢ 老い ぼれ た ボ ロ

ー ニ ア ス｣ (d o tt y P o l o n i u s)

か ら若者 へ の 処世訓の 様を呈 する(S m ith
,
10 7) ｡

バ ー ン フ ィ
ー

ル ドは ヴ ァ
- ジ ル や ス ペ ン サ

ー と異 な り
,

ホ モ エ ロ テ ィ シ ズ

ム の 終蔦の 時期も描い て お り
,

老齢 を感 じると き ダ フ ニ ス は

ギ ャ ニ ミ
ー

ド へ の 情熱 を失い
,

ホ モ エ ロ テ ィ シ ズ ム は青春期

の も の と され る｡
ス ミ ス が言 うと こ ろの ｢ 情熱的羊飼い の神

話｣ (th e M y th of t h e P a s s io n a t e S h e p h e r d) は セ ク シ ュ

ア リ テ ィ の 青春期の ヴ ィ ジ ョ ン で あ り
, 大人 に な ると き捨て

ら れる の で あ る (S m ith
,
1 0 7-8) 0

以 上見て き た よう に
,

ヴ ァ
ー ジ ル 以来, 報わ れぬ 恋 を嘆く

男の 羊飼 い と
, 彼に 恋する男 の羊飼 い と い う パ タ ー ン が パ ス

ト ラ ル 文学の 中に位置付け られ
,

ル ネサ ン ス で は
, 特 に 少年

愛 と
, 肉欲に 結 び っ け られ た女性 へ の 性愛と が対比さ れる｡

『お 気に 召すま ま』 に お ける
,

オ ー

ラ ン ド
- と ギ ャ ニ ミ

ー

ド

( ロ ザ リ ン ド) の 森 で の 擬似求愛 は
,

こ の よ う な コ ン テ ク ス

ト に おい て 見な けれ ば な らない もの で あ る｡ ギ ャ ニ ミ
ー

ドが
,

男装し た女性 とい う役柄 で あ っ た と して も
, 舞台で 観客が眼

に す る の は
, 男性羊飼い ( ギ ャ ニ ミ

ー

ド) が
, 彼の 恋する つ

れな い 男性 ( オ ー

ラ ン ド
-

) に 対 し
, 別の 恋人 ( ロ ザ リ ン ド)

へ の 報わ れ ぬ 恋を嘆く の を
, 哀れみ な が らも諦 めさ せ よ う と

する 『牧歌』 第二 歌以 来の 図式で ある｡

2 . 『お気に召すまま』 と 『ロ ザ リ ン ド』

シ ェ イ ク ス ピ アが
, 擬似求愛 の 場面 で 少年愛 の モ テ ィ

ー

フ
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ギ ャ
ニ ミ ー ドの 失 恋- 『お 気 に召す ま ま』 に お け る ホ モ エ ロ テ ィ シ ズ ム ー

と女性非難を 強調 して い る こ と は,
ロ

ッ ジ の 『ロ ザ リ ン ド』

と 比較す ると 明白で あ る｡ 『ロ ザリ ン ド』 の 編者 ビ
ー

チ ャ
ー

( D o n ald B e e c h e r ) はや や距離を置き な が ら も, 近年の 批評

風土 の 中で は 『ロ ザリ ン ド』 に して も,
ホ モ エ ロ テ ィ ッ ク な

欲望を 読み取 る 試み か ら免れ る こ と ば で き な い と指摘す る

(B e e c h e r
,
3 7143) ｡ 確か に 『ロ ザリ ン ド』 に もホ モ エ ロ テ ィ ッ

ク な欲望が見 られる と して も
, 擬似求愛の 場面に 関する限り,

シ ェ イ ク ス ピア が ロ
ッ

ジ の パ ス ト ラ ル を
,

さ ら に少年愛的な

ヴ ァ
-

ジ ル
,

ス ペ ン サ
ー

,

バ ー ン フ ィ
ー ル ド に 近づ けて い る

の は明 らか で あ る｡ 以下,
そ の 点を検証 して みた い ｡

『お気 に 召すま ま』 3 幕 2 場 で シ ー リ ア (C eli a) が
,

オ ー

ラ ン ド
-

の 作 っ た詩 を読み 上げな が ら や っ て 来る (3 .2 .1 22 -

5 1) .

(6) オ ー ラ ン ド - は ペ ト ラ ル カ 風の ソ ネ ッ トを 森で 樹 に

貼り付 けたり,
ロ ザ リ ン ドの 名 を樹に 刻み付 けるが

, 彼女 を

理想的な女性と して 描 き, 性的に 脅威と な る もの を排除し て

い る( M o n t r o s e
,
4 9) ｡ これ に 対して 擬似求愛の 場面 で

,
ギ ャ

ニ ミ ー ド ( ロ ザ リ ン ド) は本物の 女性の 脅威,
と りわ け夫 を

寝取 られ亭主に す る女性の 性的脅威を持ち 出して
,

オ
ー

ラ ン

ド - を 不安に させ る｡

O rl . A m a n t h a t h a d a w if e w it h s u c h a w it
,
h e m i g h t

s a y ,

"

W it
,

w h it h e r w ilt?
"

R o s . N a y , y o u m i g h t k e e p t h a t c h e ck f o r it till y o u

m e t y o u r w if e

'

s w it g o l n g t O y o u r n eig h b o r
'

s b e d .

O rl , A n d w h a t w it c o u ld w it h a v e t o e x c u s e th a t?

R o s . M a r r y ,
t o s a y s h e c a m e t o s e e k y o u t h e r e .

( 4 .1 . 15 7 1;2)

一

方 ,
ロ ッ ジ の 『ロ ザ リ ン ド』 に お い て

,
ロ ザ リ ン ド は女性

の 性的恐怖を 喚起さ せず, 擬似求愛の 場面 で
,

オ ー

ラ ン ド
一

に 当た る ロ サ ダ ー ( R o s a d e r ) に 女性を恋す るの を止 め させ

よ う と はしな い
｡ 『お気 に召すま ま』 の 疑似求愛 の 場面 で は

,

ギ ャ ニ ミ ー

ド( ロ ザ リ ン ド) が オ ー ラ ン ド - の 前 で 女性 を非

難 し
,

その こ と を シ ー リ ア が 後で 諌め る が (4 .1 . 1 40- 16 7
,

1 91- 94) ,
こ の 場面は も と もと 『ロ ザ リ ン ド』 で は,

シ
ー

リ

ア に 当たる ア リ ン ダ( A li n d a) と ロ ザ リ ン ドが
, 羊飼 い モ ン

テ ィ ナ ス ( M o n t a n u s) の 女羊飼 い へ の 恋 の 嘆 き を 立 ち 聞

き し た場面 で , 2 人 き り の 会話 と して 行わ れ る も の で あ る

(L o d g e
,
1 2 4-2 5) ｡ そ して ア リ ン ダ は, も しそ の よ う な女性

非難を ロ サ ダ ー が聞 けば, 恋か ら飛 びの い て し まう で し ょ う

とギ ャ ニ ミ ー

ドに 忠告する｡

B e w a r e
,
G a n y m e d e

,
th a t R o s a d e r h e a r y o u n o t; if h e

d o
, p e r ch a n c e y o u w ill m a k e h i m l e a p s o f a r f r o m l o v e

t h a t h e w ill a n g e r e v e r y v e in i n y o u r h e a r t . (12 5)

シ ェ イク ス ピ ア は こ の ア リ ン ダの 言葉に ヒ ン ト を得た の か も

しれ な い が
,

この 場面 をま さ しく オ -

ラ ン ド
ー

を前 に した場

面 に 配する の で ある｡ こ の こ と ば女性批判の 磁場 を強め る こ

と で , オ ー

ラ ン ド
- の 女性 へ の 恋を より強力に 試す こ と に も

な るが
, 女性 を遠ざ け る危険も伴う｡

ロ ッ ジの ギ ャ ニ ミ ー ド

が ロ サ ダ ー

に 対 して
, 女性 へ の 愛を諦め させ よ う と して い な

い こと ば
,
逆 に ロ ッ ジ に あ っ て ,

シ ェ イ ク ス ピア に ない 場面

を考え る とさ ら に 明らか と な る｡
ロ ッ ジ に お い て は , ギ ャ ニ

ミ ー ドが ロ サ ダ ー

に
,

ど こ に い るか も分か らな い ロ ザ リ ン ド

よ り も, 目前 の ア リ ン ダ扮す る ア リ ー

ナ ( A lie n a) を愛 し た

ら どう か と問 い詰 め る場面が あ る (1 58) ｡ シ ェ イ ク ス ピ ア が

女性を非難の 対象 と して
,

オ
ー

ラ ン ド
- の ロ ザ リ ン ド へ の 愛

を試すの に 対 して
,

ロ ッ ジ は別 の 女性 へ の 愛を持 ち出 して ロ

ザ リ ン ド へ の 愛 を試すの で ある｡

そ もそ もの 擬似求愛 の 始ま り か ら して ,
ロ

ッ ジに お い て は

恋 の 治療 の 意図を持 っ た もの で は な い ｡ ロ ッ ジの ロ ザリ ン ド

は ロ サ ダ ー が恋 に 苦 しん で い る の を気の 毒 に 思 っ て
, 彼を恋

の 憂密か ら救お うと して 夕食に 誘 い
, 夕食 の 後 彼が 立ち去

る の を 引き伸ばす ため に
, 擬似求愛を 提案す るの で あ る｡ そ

れ は楽しみ と して で あ っ て
, 恋 の病 を治療する ため で はな い ｡

"

N a y ,
f o r e s t e r

,

"

q u o t h h e [ G a n y m e d e] ,

"

if t h y b u si n e s s

b e n o t th e g r e at e r
,

s e e in g t h o u s a y e s t t h o u a r t s o

d e e p ly l n l o v e
,
le t m e s e e h o w t h o u c a n s t w o o l I w ill

r e p r e s e n t R o s a lin d a n d t h o u s h alt b e a s t h o u a r t
,

R o s a d e r . (16 4)

そ して 求愛の 歌合戦に お い て
,

コ ン ヴ ェ ン シ ョ ン 通り に ロ サ

ダ ー は カ ル ペ ･
ロ サ の ト ポス で 求愛 し

,
ロ ザリ ン ド は｢ 内気

な恋人｣ を演 C , 最後に 求愛 を受 け入れ る｡ 歌合戦 の 後 で
,

ロ ザリ ン ド は次 の よ う に 自画自賛 して
, 自分の 演技を評価す

る｡

H a v e l n o t p l a y e d t h e w o m a n h a n d s o m el y a n d s h o w e d

m y s elf a s c o y l n g r a n t s
,

a S C O u r t e O u S in d e si r e s
,

a n d

b e e n a s f u ll o f s u s p l Ci o n a s 皿 e n Of fl a t t e r y ? A n d y e t

t o s a l v e all
, j u m p e d l n o t a ll u p w ith t h e s w e e t u n io n

o f l o v e ? D id n ot R o s a li n d c o n t e n t h e r R o s a d e r ? (1 6 8)

ロ ザリ ン ド と して の ギ ャ ニ ミ ー ド は,
ロ サ ダ

-

に と っ て の王里

想的な女性 を演じ よう と して お り, 女性の 脅威を示 し
, 非難

するよ う な こ と は しな い｡ この 後 に すぐア リ
ー

ナ ( ア リ ン ダ)

が司祭に な る こ と を提案し て , 擬似結婚を司 るが
,

これ に も

内気な恋人 に ふ さわ しく
,

ロ ザ リ ン ドと して の ギ ャ ニ ミ
ー

ド

は ｢ はい｣ と言 っ て か ら ｢ バ ラ の よう に紅くな る｣ ( ch a n g
･

e d

a s r e d a s a r o s e) (1 6 9) 0 『お 気 に 召すま ま』 で は こ れ と異

な り, 擬似結婚を提案する の は シ ー リ ア で は なく ロ ザ リ ン ド

自身 で あ り,
さ らに ロ ザ リ ン ド はオ

ー

ラ ン ド
- の ｢ は い｣ と

い う返事 に も
,
｢ い っ ｣ と突 っ 込み , 擬似結婚 を自 ら戯事 と

化す ( 4 .1 .12 5 - 5 6) ｡
ビ ー

チ ャ
- は ロ ッ ジ の ロ ザ リ ン ド

が
, 彼女自身 の 感情 に 関 して も ろ い 面が あ る と指摘する が

( B e e c h e r
,
13) ,

この 場面を比較 して も, そ の こ と ば如実に

表れ て い る｡ 読者 は ロ ッ ジ の ギ ャ ニ ミ ー

ド ( ロ ザリ ン ド) が
,

実際は女性で あ る こ とを常 に 想起さ せ られ る の で あ る｡

(7)

一

方 ,
シ ェ イ ク ス ピ ア に お い て 擬似求愛の 始 まり は, オ

ー

ラ ン ド
-

の 恋 を治療す るた め で あり,
ギ ャ ニ ミ

ー

ド ( ロ ザリ

ン ド) は 3 幕2 場 で
, 自分 を ロ ザ リ ン ドに 見立 て て 求愛す

る よう に 言 う (3 .2 .38 8-4 15) ｡ ギ ャ ニ ミ
-

ドは
, 叔父が か つ

て 恋に 落 ちた経験か ら い か に 恋 に 反対 し
, 女性 を非難 し たか

を聞く に 至り, 自分が女で なく て よか っ たと思 う
,

と女性嫌

悪 を示 し(3 .
2 .3 35 -34 2) , 恋 は狂気 で あり, 治療すべ き もの

と い う立場を示す｡ そ して
, 自分の よ う な少年 は女性同様 に
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気紛れ で ある か ら
, 求愛相手を疲れ さ せ て 恋の 狂気を本物の

狂気に し
, 恋の 病な ど治 して し まう と述 べ る (3 .2 .39 7-41 2) 0

ル ネサ ン ス に お け る女性 と少年 の 類似性 は しば し ば指摘さ れ

て い る こ と だが ,

(8)
一

方 で 女性 を批判 しな が ら, 女性と 少

年の 共通の 欠点 を指摘する こ と で
,

ロ ザ リ ン ドが こ っ そ りと

少年愛 に 釘を差 して い る とも考 え られ る｡ しか し
,

い み じく

もオ ー

ラ ン ド
- が

,
そ ん な気紛 れ程度 で は自分 の 恋 は治 りそ

う もな い (3 .2 .41 3) と言う よ う に
,

こ こ に 示さ れ た よ うな 女

性と少年の 共通点 は
, 恋する羊飼 い の 嘆 きの 要因 に は な っ て

ら, 恋 を止め させ るの に 十分な要因と は な らな い の で あ る｡

皮肉な こ とに
,

む し ろオ ー

ラ ン ド ー が本気で 心配する の は
,

4 幕1 場の 擬似結婚の 後 で
,

ロ ザ リ ン ドが結婚後の 彼女の 変

貌 を動物 に 喰え て 示唆 し, 浮気 の 脅威 を示 し た と き で あ る

(4 .1 .1 4 0- 167) ｡ 少年 の 欠点 で は な く女性 の 動物的欲望や 性

的脅威 こそ が
,

オ ー ラ ン ド - の 恋 を消し去る に 足 る要因 で あ

る｡ この 脅威に 対 して
,

オ ー

ラ ン ド
- はす ぐさま そ の場か ら

,

その 問題を そ れ以 上議論す る こ と なく
,

ロ ザ リ ン ドの 制止 に

もか か わ らず唐突 に立 ち去 ろう とする｡

O rl . F o r t h e s e t w o h o u r s R o s a li n d
,
I w ill le a v e t h e e .

R o s . A l a s
,
d e a r l o v e

,
I c a n n o t l a c k t h e e t w o h o u r s ,

O rl . I m u s t a tt e n d t h e D u k e a t di n n e r . B y t w o o

'

cl o ck

l w ill b e w it h t h e e a g a l n . (4 .1
.
16 8-71)

｢ 二 時間 ほ どお暇する｣ と言う オ ー

ラ ン ド
一

に対 す る,
ロ ザリ

ン ド の返事 に は
,

｢寝取 られ 亭主｣( c u c k o ld) に 関する無意識

の 脅 しが 潜ん で い る｡
ロ ザリ ン ドの

`

d e a r l o v e

'

は , 次の 場

面 で ジ ュ イ ク イ
-

ズ (J a q u e s) が鹿 と｢寝取 られ亭主｣ を結 び

つ け る と き
,

`

d e e r l o v e
'

と な っ て 想起 さ れ, オ
ー

ラ ン ド
-

が ロ ザ リ ン ドと離れ て い るま さ に その と き に
,

ジ ェ イ ク イ
-

ズ が こ の イ メ ー ジを構築す る こ と は, 観客に オ
ー

ラ ン ド
- 杏

｢ 角を生や し た鹿｣ と結び付 け る｡

女性 へ の 欲望が もた らす こ の よう な不安を示さ れ た とき
,

オ ー

ラ ン ド
- が 向か う の は

, 女性の 脅威の な い
, 居心地の よ

い ホ モ エ ロ テ ィ シ ズ ム の 場で あ る公爵 の と こ ろ なの で ある｡

次に , 森に お け るホ モ エ ロ テ ィ シ ズ ム の 広がり と女性の 脅威

に つ い て , 見 て い く こと に する｡

3 . 森に お けるホ モ エ ロ テ ィ シ ズム の 広が りと

女性の脅威

『お 気 に召すま ま』 に お ける ホ モ エ ロ テ ィ シ ズ ム と女性の

脅威 は
,

ロ ザ リ ン ドと オ
ー

ラ ン ド
-

の 問に だ け で はなく , 森

全体 に広が っ て い る｡ 公爵の パ ス ト ラ ル 世界はま ず黄金時代

の イ メ
ー

ジ で 語られ る｡ 追放され た公爵が 森の 中で ,
ロ ビ ン ･

フ ッ ドさ なが ら の 黄金時代の 生活を送 っ て い る こ と が報告さ

れ る が (1 .1 .1 1 4- 19) , 宮廷 の 腐敗か ら離 れ て
, 罪 の な い 生

活 を 送 っ て い る公爵 た ち の 世界 は
,
｢ 楽 し い 場所｣ (l o c u s

a m o e n u s) の ト ポ ス や 女性排除 の 特徴 を ヴ ァ
- ジ ル の 『牧

歌』 と共有 して い る (S m ith
,
8 1-82) 0

(9)

2 幕 5 場で ア ミ ア ン ズ ( A 血i e n s) は
, 次 の よう に ｢ 牧歌

的招き｣ (P a s t o r al l n v it a ti o n ) の 歌 を歌う｡

U n d e r t h e g
･

r e e n w o o d t r e e
,

W h o lo v e s t o li e w it h m e
,

…

C o m e hit h e r
,

c o m e hit h e r
,

c o m e hit h e r .

H e r e s h all h e s e e

N o e n e m y ,

B u t w i n t e r a n d r o u gh w e a th e r
. (2 .5 .1-2

,
5…8)

マ
一

口 ウ (C h ris t o p h e r M a rl o w e) の ｢ さ あ ,

一

緒 に 住ん

で 恋人 に な っ て おく れ｣ (
`

C o m e
,
li v e w it h m e a n d b e m y

l o v e

'

) で 始 ま る｢ 情熱的 な羊飼 い か ら彼 の 恋人 へ ｣ (
"

T h e

P a s si o n a t e S h e p h e r d t o H i s L o v e
"

) を代表 とする ｢ 牧歌

的招 き｣ の 原型は
,

ス ミ ス が 指摘する よう に
,
『牧歌』 の 第

二歌(4 5-5 5 行) に 組み込まれ て い たもの で ある (S m ith
,
92) 0

ロ
ー リ ー

(Si r W a it e r R ale g h) の 続編 ｢羊飼 い へ の ニ ン フ

の 返事｣ (
"

N y m p h
'

s R e p l y t o t h e S h e p h e r d
"

) は相手を

女性 に 限定 して い るが, 同性愛者 マ 一

口 ウ の 詩で は恋人 へ の

贈り物の ｢ ガ ウ ン｣ (
`

k i r tle
'

) は男性用で も ありう る の で あ

り, 女性に 呼 びか け たと は限定さ れて い な い (S m it h
,
9 2) ｡

ア ミ ア ン ズ の 歌は,
こ の 『牧歌』 と マ

一

口 ウ に お ける少年愛

の コ ン テ ク ス トに お い て 見 な けれ ばな ら ない ｡ 妻の い な い 公

爵の もと に ｢ 毎日若者た ちが 集ま っ て｣ (1 ,1 . 1 1 7) , 森の 中で

男性仲間と音楽に 囲ま れ て い る こ の 状況 は
, 公爵を オ ル フ ェ

ウ ス ( O r p h e u s) と 結び付 け る｡
ル ネ サ ン ス に お い て , オ ル

フ ェ ウ ス は女性嫌悪と ホ モ エ ロ テ ィ シ ズ ム に結 び付 けられ て

おり ( D ig a n g i ,
4 6) , 例え ば R . B

.
と い う著者の 『オ ル フ ェ

ウ ス の 地獄 へ の 旅』( O r p h e u s m s J o u r n ey t o H ell) (15 95)

で は
, 妻に 不満を持 つ 夫が オ ル フ ェ ウ ス の もと に集ま り, そ

の 不興を買 っ て
,

オ ル フ ェ ウ ス が妻達に 殺さ れ る( D ig a n g i ,

5 5 T5 6) ｡ オ
ー

ラ ン ド
- は ロ ザリ ン ド に森 で会 う以前 に

,
オ

ー

ラ ン ド
ー

の 父額サ
ー

･ ロ ー ラ ン ド ･ ド ･ ボ イ ス (Si r R o w l a n d

d e B o y s) を愛し て い た公爵の 仲間に な っ て い た の で ある が
,

擬似結婚 の 直後 に 結婚 の もた らす 脅威を示唆さ れ たと き
, 結

婚の 脅威 はあ ら ため て , 未来 の 妻か ら逃れ て き た夫と して
,

オ
ー

ラ ン ド ー を オ ル フ ェ ウ ス エ 公爵 に 向 か わ せ る の で あ

る｡

(10)

森の 中で の 女性の 脅威は台詞だ け で なく
,

イ メ
ー

ジと し て

テ ク ス トの 中に 埋め込ま れ た形で も暗示 され る｡ プ ロ ッ ト と

関係 なく
, 傷 っ い た鹿や 鹿狩 り を示す場面が 2 度挿入 され

るが , 2 幕 1 場 で は貴族の 口 を通 し て
, 傷 つ い た鹿 の 嘆 き

が,
ジ ュ イ ク イ

ー ズ に公爵 らが森 の 纂奪者で あ る こと を
, ま

た仲間か ら残さ れ た鹿 の 孤独は
, 浮き世の 冷 たさ を想起 させ

た こ とが
,

公爵 に伝 え られ る｡ しか しオ ゲ イ ッ ド( O v id) 杏

思い 起 こ せ ば
,

鹿 は ダイ ア ナ ( D i a n a) の 怒り を思 い だ さ せ

る｡ ダイ ア ナ の 水浴の 場面を見 たた め 鹿に 変え られ , 愛犬 に

噛み殺さ れ た ア ク タイ オ ン ( A c t a e o n ) は ｢ 自己破壊的な 男

性の 性的欲望｣ ( B a t e
,
1 6 4) を 表すの で あ る｡ 公爵が 2 幕 7

場 で ジ ュ イ クイ - ズが ｢ 獣に 変え られて しま っ た の で は な い

か｣ (
`

I t hi n k h e b e t r a n sf o r m
'

d i n t o a b e a s t
'

) (2 . 7 .1 )

と冗談 を言う の は
,

さ りげなく オ ゲ ィ ドの 文脈を観客 に 想起

させ
, 女性 へ の 性的欲望 の も た らす脅威を喚起する の で ある｡

鹿 へ の もう
一

つ の 言及が あ る 4 幕2 場で は, すで に述 べ たよ
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ギ ャ
ニ ミ ー ド の 失恋- 『お気 に召 すま ま』 にお け る ホ モ エ ロ テ ィ シ ズ ム ー

う に
,

ジ ュ イ ク イ - ズ は鹿 を寝取 られ亭主 と結 び付 ける｡
モ

ン ト ロ
ー ズ ( L o u is A d ri a n M o n t r o s e) に よ れ ば,

こ の 場

面 で の シ ャ リ ヴ ァ リ的な大騒 ぎは
, 男性が み な背負う重荷に

対する シ ャ リ ヴ ァ リ の慰 めの 側面 も持 ち
,

逆説的 に
, 男性共

通の｢寝取 られ亭主｣ の宿命が か え っ て 男性を結 び付け ると い

う( M o n t r o s e
,
49-5 0) . ま たオ

ー

ラ ン ド
- が

,
兄 オリ グ ァ

-

(O li v e r) が寝 て い る の を発見 し たと き
,

オ リ グ ァ
- の 首 に

巻き つ い た蛇 は陰険な女性 に ジ ェ ン ダ ー

化さ れ て お り,
ロ ザ

リ ン ドか ら贈 られ た首飾 りの 悪魔的パ ロ デ ィ と なり,
さ らに

オ
ー

ラ ン ド
ー が打 ち倒し た飢え た雌 ライ オ ン は

, 母性の 養育

と攻撃の 両義性 を象徴し て い る ( M o n t r o s e
,
50) ｡ 4 幕 1 場

で ギ ャ ニ ミ
ー

ドが ロ ザ リ ン ドを動物 に 幡え た後で あれ ば
,

こ

れ らの 動物 は現実化 した女性 の 脅威 と して 喚起さ れ る｡

象徴と して で はなく,
こ の パ ス ト ラ ル 世界 に もと もと住ん

で い る現実の 女性 に して も, タ ッ チ ス ト
ー ン (T o u ch s t o n e)

の 肉欲 の 対象 で あ るオ
ー

ド リ
ー

( A u d r e y) と
,

ギ ャ ニ ミ
ー

ドの 身体実に惹か れ る フ ィ
ー

ビ (P h e b e) で ある｡ ギ ャ ニ ミ
ー

ド と羊飼 い の シ ル ゲ ィ ア ス (Sil vi u s) と彼が恋す る女羊飼 い

の フ ィ
ー

ビの 関係は,
オ ー

ラ ン ド
- と ギ ャ ミ ニ

ー

ド/ ロ ザリ

ン ドに よ る三角関係 の モ テ ィ
ー

フ の 繰り返 しで あ る｡ 伝統的

な パ ス ト ラ ル に お け る羊飼 い が
, 実は宮廷人の 仮装で あ る こ

とを考 えれ ば
,

シ ェ イ ク ス ピ ア は こ こ で 本物の 羊飼い を登場

させ る こ と で パ ロ デ ィ の 効果を ね ら っ て い る｡ それ を示すよ

う に シ ル ゲ ィ ア ス が追い か ける フ ィ
ー ビ は,

ギ ャ ニ ミ - ドに

言わ せ れ ば っ れ なく と も美人で は ない ｡ ア レ ク シ ス も,
ス ペ

ン サ ー の ロ ザリ ン ドも, グ エ ン ド レ ン もっ れ な い けれ ど美し

い 恋人 で あ っ た し,
ロ ッ ジ の フ ィ

ー ビ (P h o e b e) が つ れ な

く とも美女 で あ る こ と ば,
ギ ャ ニ ミ

ー

ド自身 が認 め て い る

( L o d g e
,
19 3) ｡ それ に 対 し,

シ ェ イ ク ス ピ ア の ギ ャ ニ ミ ー

ドは,
シ ル ゲ ィ ア ス の 方が ず っ と - ン サ ム だ と称賛し

,
さ ら

に
, 美人で な い フ ィ

ー ビ に 惚れ る シ ル ゲ ィ ア ス の よ う な愚か

な男が
, 世界を醜 い 子供 で あ ふ れさ せ る と非難する｡

Y o u a r e a t h o u s a n d ti m e s a p r o p e r e r m a n

T h a n s h e a w o m a n .

'

T i s s u c h f o ol s a s y o u

T h a t m a k e s t h e w o rld f u ll of ill -f a v o u r

'

d c hild r e n .

(3 . 5 . 5 1-53)

こ れ は シ ェ イ ク ス ピア の 『ソ ネ ッ ト集』(S o T m e t S) で , 結婚

して , 彼の 美を 子供 の姿 に 残 しなさ い と青年に 薦め る の を
,

逆に し た論理 で あ る｡
シ ル ゲ ィ ア ス が現実に 美 しい か どう か

は別に して
,

こ の 論理 は青年の 美 を称 え る少年愛の もの で あ

る｡

だ が ギ ャ ニ ミ
ー

ド は シ ル ゲ ィ ア ス に フ ィ
ー ビ へ の 恋 を諦め

る こ と で はなく
,

フ ィ
ー ビ に シ ル ゲ ィ ア ス の 恋 を受 け入れ る

よう に 勧告す る｡
こ の劇 で 観客は常に

, 少年と して の ギ ャ ニ

ミ ー

ド と, ギ ャ ニ ミ ー

ドの 扮装を した ロ ザ リ ン ドが入れ 代わ

り 現われ る の を意識さ せ られ る が
,

こ こ で は 明らか に ロ ザ リ

ン ドの 異性愛結婚 の 願望が 投影 され て い る｡ しか し注意すべ

きは この 場を支配して い るの は
,

まだむ しろ ホ モ エ ロ テ ィ ッ ク

な コ ン テ ク ス トあ る い は欲望で あ ると い う こ とだ｡ フ ィ
ー

ビ

が ギ ャ ニ ミ
ー

ドに 恋する こ の 場面の 効果 は
,

パ ス ト ラ ル の 同

性愛の モ テ ィ
ー

フ が男性間だ けで なく , 女性間 に ま で 広が っ

て い る こ と を示す こ と に も あ る｡ 女性間の ホ モ エ ロ テ ィ ッ ク

な愛 は
, 森 に 来る以前 に も シ ー リ ア の ロ ザ リ ン ド へ の 愛に 表

明され て い るが
, 森 で の オ ー

ラ ン ド
ー と ギ ャ ニ ミ ー

ドの 関係

を前に シ ー リア は後退 し
,
女性間の ホ モ エ ロ テ ィ シ ズ ム はフ ィ

ー

ビ に 移 され る ( D i g a n g
･

i
,
58 -59) ｡ フ ィ

ー ビの ギ ャ ニ ミ ー

ド

へ の 恋は女性間の ホ モ エ ロ テ ィ ッ ク なもの で ある ことは,
フ ィ

ー

ビ が ギ ャ ニ ミ
ー

ド の 女 性 的 な 容 姿 に 惹 か れ る

(3 .5 .11 5-22) こ と か ら も指摘 され て い る (T r a u b
,
1 25 ; D i g a

n gi ,
59) ｡ た だ こ の 恋が パ ロ デ ィ 化 され て い る の は,

フ ィ
ー

ビが ギ ャ ニ ミ
ー

ドか ら受 けた｢毒舌｣ な ど の
,

女性 の 否定的特

徴 を称賛 して い ると こ ろか らも伺わ れ る (3 .5 .6 4 - づ5) ｡

以上 の よう に
,

こ の 森 に は女性の 脅威 と同時に
,

男女の ホ

モ エ ロ テ ィ シ ズ ム が広が っ て い る｡
パ ス ト ラ ル の 少年愛 の 系

譜 に お い て
,

ヴ ァ
ー

ジ ル はもち ろん
,

ス ペ ン サ
ー

に お い て も

女性は つ れ な い ま ま で , 結婚 に 至 らず終わ る｡
バ ー ン フ ィ

ー

ル ドの 第 二部 で の 結婚 の 勧め は
, 老齢 に 至 っ た ダ フ ニ ス の ほ

とん ど パ ス ト ラ ル 的で ない 処世訓の
一

つ と して
, 挙げられ る

に過ぎない ｡ シ ェ イ ク ス ピ ア は ロ
ッ ジの 『ロ ザ リ ン ド』 を こ

れ ら の 作品の 方向に 近 づ け たと 述 べ たが
,

こ の 女性嫌悪の ホ

モ エ ロ テ ィ シ ズ ム の コ ン テ ク ス ト か ら抜 け出さな い 限 り,
ロ

ザ リ ン ドを オ - ラ ン ド - と結婚さ せ る こ と ば で き な い の で あ

る｡

4 . 家父長制社会の 回復

ロ ザ リ ン ドを オ ー

ラ ン ド ー と結婚さ せ る ため に シ ェ イ ク ス

ピ ア が 取 っ た手段 は, 劇の 冒頭で 壊 して お い た 家父長制社会

の 秩序の 回復で あ るo そ れ は あ る意味で ,
ギ ャ ニ ミ ー

ドとオ
ー

ラ ン ド - の 関係を,
ス ペ ン サ ー や バ ー ン フ ィ

ー ル ド で 描かれ

た少年愛対異性愛 の 対立よ り も,
ヴ ァ

ー ジ ル で措 かれ た身分

違 い の 恋の 関係に 近づ ける こ と を意味する｡
ロ ザ リ ン ドは約

束 の 時間に 来 ない オ ー

ラ ン ド
ー の つ れ なさ を嘆く が (3 .4 .1 7-

1 8) , そ の とき オ ー

ラ ン ド
- は公爵 に 同伴 して い たの で あ る｡

ギ ャ ニ ミ ー

ドの 恋敵 は女性 で はなく, オ ー

ラ ン ド
ー の 現在 の

主人 たる公爵 で あ る｡ オ ー

ラ ン ド
- は出会 っ た暗か ら

,
公爵

に 寵愛され て お り,
い わ ば ア レ ク シ ス の 置か れ た立場 に似 る.

は ぼ対等 な立場に あ るギ ャ ニ ミ ー

ド とオ ー

ラ ン ド
- の ホ モ エ

ロ テ ィ シ ズ ム の 関係 より も
,

公爵 と オ ー

ラ ン ド
- の 家父長制

的な主従関係の ホ モ エ ロ テ ィ シ ズ ム が 優先 され る の は当然 な

の で ある｡ こ の 家父長制社会の 回復 へ の 一

歩で あ る公爵とオ
ー

ラ ン ド
-

の 結び付 き は
,

ギ ャ ニ ミ
ー

ドと オ ー

ラ ン ド
- を 引き

離 し
,

さ ら に 家父長制社会が そ の 機能を回復する と き
,

ギ ャ

ニ ミ
ー

ドは否応無 し に 公爵の 娘と して の ロ ザ リ ン ド に 戻ら な

けれ ば な ら ない ｡ そう す る こ と に よ っ て
,

ロ ザ リ ン ド は主体

的に と い う より は
, 家父長制社会か らの 力 に よ っ て

,
オ ー

ラ

ン ド
ー と結婚する こ と に な る｡ で は

,
そ の 過程を見 て い く こ

と に しよ う｡

この 劇 で 家父長制の 秩序の 乱 れが 主要 テ
ー

マ で あ る こ と は

モ ン ト ロ
- ズの 分析 に詳 し い が

, 冒頭か ら, 家父長制社会の
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長子相続に 関す る葛藤が亮 呈 して い る ( M o n t r o s e
,
2 9-3 4) 0

オ ー

ラ ン ド
- は兄 オリ ヴ ァ

- か ら父親に 代わ る教育を受 けさ

せ て もら えず, 公爵 は次男の 社会的不満の 爆発を象徴する よ

う に 弟 フ レ デ リ ッ ク に 地位を奪 われ るの で あり,
い ずれ も父

亡 き後に , 兄弟 が父子関係 に代 わ る家父長制社会 の 秩序 を形

成 で き て い ない こ とを 示す｡ ア
-

デ ン の 森 に して も, 実 は決

して 黄金時代の よ うな と こ ろで はな い ｡ 黄金時代 を詣歌 し無

垢 に み え る公爵た ちの 男性社会も,
ジ ェ イ ク イ -

ズ に よ っ て

森 の 纂奪者 と して 宮廷人以上 に そ の 罪を 非難さ れ る｡ ジ ュ イ

ク イ
ー

ズ の ｢ エ ジ プ トの 長子 を罵る｣ (
`

Ⅰ
'

11 r ail a g a i n s t a ll

t h e fi r 白t - b o r n o f E g y p t .

I

) (2 .6 ,5 7 - 5 8) と い う台詞 も父権

制社会, 長子相続制度が 抱え る社会的不安 を, 森に お い て 間

接的に 想起 さ せ る｡

(l l )

ロ ザ リ ン ド に して も, 家父長制社会 の 回復 に は積極的に 関

与し よ うと しな い
｡

ロ ザリ ン ドの 台詞か らわ か るよ う に
, 彼

女 は父親と森 の 中で 再会する が, 彼女 はギ ャ ニ ミ
ー

ドか ら娘

ロ ザ リ ン ドに 戻 る機会 で ある に もか か わ らず, そ れ を拒絶す

る (3 .4 .3 ト34) ｡ 男装を解 け ば解決 は簡単な はずで あ るが
,

オ
ー

ラ ン ド
- の 女性の 欠点 へ の 反応

,
ホ モ エ ロ テ ィ シ ズ ム へ

の 傾向 を密か に試 し なが ら も
,

(12)
自 らの 置か れ た立場か ら

脱 しようと は しない の で あ る｡ む しろ次の よ う に
, 現在 の ギ ャ

ニ ミ
ー

ド と して の オ
ー

ラ ン ド
- と の 関係 を

, 父親 との 関係 よ

り 大切 に す る の で あ る ｡

`

B u t w h a t t alk w e o f f a t h e r s
,

w h e n t h e r e is s u c h a m a n a s O r l a n d o ?
'

(3 .4 .3 4-35) っ ま

り, 彼女 は娘と し て 家父長制社会 に 戻る こ と よ り も,
ギ ャ ニ

ミ
ー

ドの 仮面を被 っ た ロ ザ リ ン ドの ま ま, 女性の 脅威を除 い

た少年と し て オ ー ラ ン ド - と
,

ホ モ エ ロ テ ィ ッ ク な ｢ 祝 日気

分｣ ( a h o lid a y h u m o u r) (4 .1 _65) を詣歌する こ とを選 ぶ ｡

ホ モ エ ロ テ ィ シ ズ ム の 自由な恋の 楽 しみ の 他 に
,

ロ ザ リ ン ド

が女性 に戻 る こ と を厄介に して い る もう
一

つ の 理 由と して ,

ギ ャ ニ ミ ー

ドと して の ロ ザリ ン ドに 対する ナ ル シ シ ズ ム が あ

る｡ ト ラ ウ ブ ( V al e r i e T r a u b) は , ギ ャ ニ ミ ー

ド と して の

ロ ザ リ ン ド は フ ィ
ー ビ に 対 して , ｢ 否定す る 男性｣ の 役 を楽

しん で い ると 指摘するが (T r a u b
,
1 26) , 女の 恋 を拒絶す る

ギ ャ ニ ミ
ー

ド は, フ ィ
ー ビか ら見 れ ば ｢倣慢だ け れ ども倣慢

が似合 う｣ (
`

s u r e h e
'

s p r o u d
,

a n d y e t h is p rid e b e c o m e s

h i m

'

) (3 ,5 ,1 14) の で あ り,

バ ー ン フ ィ
ー ル ドの ギ ャ ニ ミ

ー

ドの よう に ナ ル シ ス を思 い 出さ せ る つ れ な い 恋人 とな る｡ そ

し て
,

フ ィ
ー

ビの 気持ち を弄 ぶ か の よう に
, 彼女 を拒絶 しな

が ら も自分の 家を教 え るの で あ る (3 .5 .74-7 5) ｡
ロ ザリ ン ド

に と っ て
, 少年 ジ ェ ン ダ ー と して オ

ー

ラ ン ド
一

に安全に 恋 し
,

ま たギ ャ ニ ミ
ー

ドと い う男性 ジ ェ ン ダ ー

に 満足 して い る以上
,

急 い で変装 を解い て
, 異性愛結婚 の 女性 ジ ェ ン ダ ー

に 押 し込

め られ る必要 は何もな い の で あ る｡

こ の 森に家父長制社会が回復するの は, む しろオ
ー

ラ ン ド
ー

と オ リ グ ァ
- の 和解を契機と する｡ オ

ー

ラ ン ド
ー が蛇 と雌 ラ

イ オ ン を斥 ける の は, 女性の 脅威 の 克服, 兄弟 へ の 憎 しみ に

兄弟愛が勝 っ こ と の 象徴 で あ り, 兄弟の 和解と オ リ グ ァ
ー

と

シ ー リ ア の 恋を引き起 こ す ( M o n t r o s e
,
50 - 51) ｡ 次男 ( オ ー

ラ ン ド
- ) を虐げて い た長男 ( オ リ グ ァ

ー

) と , 不満 を爆発

さ せ た次男 ( フ レ デ リ ッ ク) の 娘 ( シ ー リ ア) の婚約 は
, 家

父長制社会 の 秩序の 回復を象徴的に 先取 りする もの で あり,

家父長制社会の 秩序 の 回復 と異性愛結婚が
,

こ の森 の パ ス ト

ラ ル 世界に お い て 結 び付く の で あ る｡

オ
ー

ラ ン ド
- と オ リ ヴ ァ

-

の 和解,
サ

ー
･ ロ

ー

ラ ン ド ･ ド ･

ボイ ス の息子 た ちと公爵と の 新た な秤,
オ リ グ ァ

- と シ
ー

リ

ア の 婚約 に よ っ て
, 腐敗し た宮廷に 代わ り, 森 に お い て 家父

長制社会が 回復 し つ つ ある とき,
ロ ザ リ ン ド はそれ を完成 さ

せ る た めの 媒介 とな ら ざる をえ な い ｡ 兄 オ リ ヴ ァ
- の 結婚 を

明 日 に 控え て 羨 む オ ー

ラ ン ド ー に
, ｢ 僕が ロ ザ リ ン ドを勤 め

ら れ な い の か｣ (
`

W h y t h e n t o m o r r o w l c a n n o t s e r v e

y o u r t u r n f o r R o s a li n d ?
'

) (5 .2 .4 8-49) と ギ ャ ニ ミ
ー

ド は

問 う が
,

｢ 想像 だ け で は生 き て い け な い｣ (
`

I c a n li v e n o

l o n g e r b y t hi n ki n g
･

.

∫

) (5 .2 .5 0) と
, 求愛 ご っ こ で は なく

,

本物の 結婚 を望 む の はオ
ー

ラ ン ド
-

の 方で あ る(5 .2 .41-5 0) ｡

5 幕 4 場 で ロ ザ リ ン ド は彼女自身 を
,

い っ たん 父 に 引き渡す

(5 .4 .1 9-2 0 ,
11 5-1 6) ｡

ロ ザ リ ン ドを オ
ー

ラ ン ド
一

に 与え る

の は
,

オ
ー

ラ ン ド
ー の 父 を 自 ら の 魂 の よ う に 愛 し て い た

(1 .2 .2 24 -2 8) ロ ザ リ ン ドの 父で あ る ｡ そ うす る こ と で
,

ロ

ザ リ ン ドは彼女と オ
ー

ラ ン ド
ー が

, 最初の 出会 い か ら
, 彼 ら

の 父親を 通し て 引かれ 合 っ たの で もあ る こと を思い 出さ せ
,

自ら を家父長制社会 に 差し 出すの で あ る (B o n o
,
1 62) 0

仮面劇の 終 わり に
, 秩序が 突然現れ るが 如く,

- イ メ ン の

仮面劇が 始ま る｡ ジ ュ イ ク イ
-

ズ の はな む けの 言葉は
, 快楽

の み の 短命な愛 をタ ッ チ ス ト ∵ ン とオ
ー

ドリ ー

に 押し付 け,

女性の 肉欲 に 対する脅威か ら
, 他 の カ ッ プ ル を浄化する (5 .

4 . 18 7-91) ｡ 結婚は男性社会の 秤を強め る も の で あ り,
オ ー

ラ ン ド - と公爵の 間で の 新たな粋が強ま っ た こ とは明らかだ｡

ホ モ エ ロ テ ィ シ ズ ム と女性 の 脅威が 異性愛結婚 の 障害 に な り

う る と し て も,

(13)
こ の 劇 に お い て , そ の 対立 は発展 させ ら

れ る こ となく, 家父長制社会の 構造化され た ホ モ エ ロ テ ィ シ

ズ ム の 秩序の 中に解消さ れて しま う｡ そ うす る こ と に よ っ て

シ ェ イ ク ス ピ ア は,
ロ ッ ジ の 『ロ ザ リ ン ド』 を,

パ ス ト ラ ル

の 少年愛の 系譜 に連 なる方向に 向けな が らも, 結末 に異性愛

結婚 を導入し て 見せ たの で ある｡

5 . 開かれた エ ピ ロ ー グ

エ ピ ロ
ー グ に お い て

, 家父長制社会に 吸収 され た はずの ロ

ザ リ ン ドは
,

そ れ に 抵抗する か の よう に
, 再 び 一 人で 舞台に

現れて
, 今度 は観客を相手 に擬似求愛 を始 め る｡

ロ ッ ジ の ロ

ザ リ ン ド は女性の 服を用意 して い る が (L o d g e
,
2 14) ,

オ
ー

ゲ ル に よれ ば
,
『お気に 召すま ま』 の ロ ザリ ン ドが最後 に な っ

て 男装を解くの か どう か は
, 第

一

フ ォ リオ 版 で は明らか で な

い ( O r g el
,
3 3) ｡ とすれ ば

,
ロ ザ リ ン ド は劇中 の 家父長制社

会に 吸収され る こ とを い まだ拒ん で
, 少年の まま で い よ うと

して い る｡ たと え女性の 姿で あ っ た と して も
, 最後 に は ｢ も

し私が 女で あ っ た な ら, 私が気 に 入る髭を持 っ た人 に キ ス を

い た しま す の に｣ (
"

If l w e r e a w o m a n
,
I w o u ld k i s s a s

m a n y of y o u a s h a d b e a r d s t h a t p l e a s e d m e
"

) (5 .4 .2 1 4-

- l Oと弓-



ギ ャ ニ ミ ー ド の 失恋- 『お 気に 召す ま ま』 に お け る ホ モ エ ロ テ ィ シ ズ ム ー

16) と自分が少年で あ る こ と を主張する｡ そ し て こ の と き
,

｢ 女で な い か ら キ ス を しな い｣ と い う方 に 重点が あ る の か
,

｢ 女で あ れ ば キ ス が で き る の に｣ と い う方 に重点 が あ る の か

は定か で ない ｡ デ ィ ガ ン ギも,
エ ピ ロ

ー グで 少年俳優 はホ モ

エ ロ テ ィ ッ ク な可能性 を否定 して い ると主張 しなが ら
, 実際

の 観客が エ ピ ロ
ー グの ジ ェ ン ダ ー / 性的イ デオ ロ ギ ー を ど う

理 解 したか ば
,

テ ク ス トが示す異性愛的欲望の 主張を超 え た

もの か もしれ な い
,

と譲歩する ( Di g a n g i ,
62) ｡ 異性装が も

た らす この 効果 と混乱 を どの 程度認 め るか は, 当時 に お い て

も2 つ の 態度が 存在 し て い た｡
つ まり舞台の 異性装を, 単 に

慣習と して 捉 えて い た プ ラ ッ ク ー らと
,

異性装 を ソ ド ミ ー の

罪 へ 導くと考 え た ビ ュ
- リタ ン とで あ る (S m ith

,
1 47 - 49) ｡

確か に ギ ャ ニ ミ
ー

ド/ ロ ザ リ ン ド の ホ モ エ ロ テ ィ ッ ク な ｢ 祝

日気分｣ は
, 劇の 中で は結婚愛 - の通過点と し て 提示 され て

い る｡ だ が ソ ド ミ
ー か どうか は別 に して

,
そ れが 舞台の 外で

も放棄 され たか どうか は
, 見る もの の 眼の 中に あ っ た の で あ

る｡
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注

(1) ヴ ァ
-

ジ ル 以 降の パ ス ト ラ ル 文学 に お ける 同性愛 の

モ テ ィ
ー

フ に つ い て は
,

B r u c e R . S m it h
,
H o m os e x u a l

D e s i r e i n S h a h e sp e a r e
'

s E n g l a n d の 第 3 章 に 詳 しい ｡

(2) ヴ ァ
- ジ ル の 『牧歌』 か ら の 引用, 英語訳 は共 に

L o e b 古典叢書 に よ る｡ 他に 河津訳を参考 に した｡

- 1 0 9 -



(3)
`

u a c ci n i a
'

は例 え ば T h o m a s C r e e c h (1 6 84) の よう

に
`

bla ck b e r ri es
'

と も訳 さ れ て は い るが
,

そ の 他参照

し た もの で は全て
`

h y a ci n t h s
'

の 意味 に と っ て い る｡

C r e e c h
,

J o s e p h W a r t o n ( 1 77 7 )
,

C h a rle s S t u a r t

C al v e rle y (19 0 8) の 第 二 歌 の 訳が Vi r g il i n E n g lis h

に入 っ て い る｡ 他 に L o e b 叢書 と河津訳を参照｡

(4) ヒ ア シ ン ス と ア ポ ロ に つ い て は, O v id の 第1 0 巻 を参

照｡

(5) ス ミ ス は バ ー ン フ ィ
ー ル ドが ,

`

e cl o g n e

'

で なく ス ペ

ン サ
ー の 独特 の

`

e gl o g u e

'

の ス ペ ル を用い て い る こ とか

ら こ う想像す る(S m ith
,
9 9) ｡

(6) 『お 気 に 召す ま ま』 か ら の 引用及 び 引用行数 は ,

A g n e s L a th a m 編 ア -

デ ン 版 シ ェ イ ク ス ピ ア に よ る｡

(7) ス ミ ス は ロ サ ダ ー や フ ィ
ー ビが ギ ャ ニ ミ ー ド の 両性

具有的な魅力 を指摘 して い る こ と や
,

ロ ッ ジ自身もギ ャ

ニ ミ
ー

ドを多 く の 場合,

`

s h e
'

と呼ん で い る こ と な どか

ら
, 読者 は ロ ザリ ン ドが女性 で あ る こ と を忘れさ せ られ

な い と述 べ て い る (S m ith
,
1 45) 0

(8) この 点 に 関 して は
,

O r g el
,
I m p e r s o n a ti o n s

,
第 4 章

に 詳し い
｡

(9) パ ス ト ラ ル と女性排除 に 関 して は
,
『冬物語』 で レ オ

ン テ ィ
ー ズ が - - マ イ オ ニ ー と知 り合う以 前に

, 女性 を

排 した世界で
,

ポ リ ク
.

シ ニ ー ズと の 無垢 な友情 の 内に 暮

ら して い たと き
,

レ オ ン テ ィ
ー ズ等 は子羊 に 愉え られ

,

女性 は罪を犯 させ る存在と な る(S m ith
,
9 8) ｡

(10) 公爵 の 男性共同体 は
,

オ ゲ イ ッ ド の 『変身物語』

( M et a m o r p h o s es ) 第1 0 巻 で ギ ャ ニ ミ
ー

ド の 物語 が

オ ル フ ェ ウ ス に よ っ て 語 ら れ る こ と で も結 び 付 く

(D i g a n gi ,
55) ｡ オ ゲ イ ッ ドで オ ル フ ェ ウ ス の 物語 の 直

前 に語 られ るの は
, 女性 の ホ モ エ ロ テ ィ シ ズ ム が ち ら つ

く, 男装で 育て られ た女性 イ ビ ス の 物語で あ るが
, 彼女

は婚礼の 前 日 に女か ら男に 変わ り, 婚礼の 日 に は - イ メ

ン も登場する ( 9 巻) ｡
ロ ザ リ ン ドは 同様 に 男装 して い

るが
, 逆に

, 婚礼の 直前 に 男か ら女に な っ て - イ メ ン に

連 れて 来られ る｡ さ らに
,

オ ゲ イ ッ ド で ギ ャ ニ ミ
ー

ドの

物語の 直前 に あ るの は
,

ア ポ ロ に 愛され た美少年 キ ュ パ

リ ッ ソ ス の 話で あ るが
, 傷 っ い た鹿 を嘆く点で ジ ュ イ ク

イ - ズをか すか に 連想 させ
,

ギ ャ
ニ ミ

ー

ドの 物語 の 直後

に 来る ア ポ ロ に 愛さ れ た ヒ ア シ ン ス の 物語 に も,
ヴ ァ

-

ジ ル を介 して の か すか な エ コ
ー が あ る｡ これ ら の 近親性

は
,

オ ゲ イ ッ ド O
L
第 9 巻,

1 0 巻 と 『お気古手召すま ま』

の ホ モ エ ロ テ ィ ッ ク なイ ン タ ー

テ ク ス チ ェ ア リ テ ィ を形

成する｡

(ll) 弟の 兄 に 対する不満に 関 して は
,

M o n t r o s e
,

31 -32

頁を参照｡

(12) ホ モ エ ロ テ イ ク ス は結婚後も, 家父長制社会 に お い

て 特権化さ れ て い た と して
, デ ィ ガ ン ギ は ロ ザリ ン ドが

ひ そ か に オ ー

ラ ン ド
ー

の 結婚後の ホ モ エ ロ テ イ ク ス に つ

い て も試 し て い る こ と を論 じて い る ( D i g a n g i ,
50

,
57-

5 8) 0

-

1 1 0
-

(1 3) 『お気 に 召すま ま』 が 異性愛結婚の 障害 と して の ホ モ

エ ロ テ ィ シ ズ ム を周辺化 して い る劇で あ る こ との 分析は,

D i g a n gi , 5 0
-

づ3 頁 を参照.




